
社会資本総合整備計画書

（住みよい市街地の基盤形成）

平成２７年１１月

埼玉県　飯能市



平成27年11月
住みよい市街地の基盤形成
平成２８年度　～　令和２年度　（ ５年間 ） 飯能市

・事業地区内における年間住宅着工数を79件／年から100件／年へ増加させる。
・事業地区内の消防活動困難区域を20.1ha→18.0haに減少させる。。

（H28当初） （R2末）
住宅着工数は、土地区画整理法第７６条申請許可件数により調査する。

幅員6ｍ以上の道路から半径140ｍ以遠の範囲の面積を消防活動困難区域とし、道路の供用開始により消防活動困難区域の減少を図る。
20.1 ha 18.0 ha

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H28 H29 H30 R1 R2

Ａ-1 都再区画 一般 飯能市 直接 笠縫土地区画整理事業 飯能市 1,009 

Ａ-2 都再区画 一般 飯能市 直接 双柳南部土地区画整理事業 飯能市 210 

Ａ-3 都再区画 一般 飯能市 直接 岩沢北部土地区画整理事業 飯能市 529 

Ａ-4 都再区画 一般 飯能市 直接 岩沢南部土地区画整理事業 飯能市 581 

合計 2,329 

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0 

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

合計 0 

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R1 R2

0 

番号 備考

別紙５－１

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点計画の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

・周辺市街地における土地区画整理事業を推進し、住宅の立地を促進するとともに、防災機能の向上を図ることで、安心・安全なまちづくりを進める。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 最終目標値

79件／年 100件／年

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

要素となる事業名

（事業箇所）

飯能市 都市再生区画整理　A=76.6ha

飯能市 都市再生区画整理　A=33.5ha

飯能市 都市再生区画整理　A=17.8ha

飯能市 都市再生区画整理　A=36.5ha

事業内容
（延長・面積等）

事業内容
（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

備考

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 2,329百万円 Ａ 2,329百万円 Ｂ 0 Ｃ 0 Ｄ 0 0%

事業者 市町村名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名 市町村名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
市町村名

全体事業費
（百万円）
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交付金の執行状況

※　平成２８年度以降の各年度の決算額を記載。

（単位：百万円）

H28 H29 H30 R1 R2

配分額
（a）

100 137 112 92 166

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 16 0 0

交付額
（c=a+b）

100 137 128 92 166

前年度からの繰越額
（d）

0 10 24 44 0

支払済額
（e）

90 123 108 136 102

翌年度繰越額
（f）

10 24 44 0 64

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 41

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 24.7%

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場
合その理由

R3年3月補正予算
にて追加要望した

為
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